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レレーーザザーー生生成成ププララズズママ高高輝輝度度XX線線源源 高高速速分分光光・・イイメメーージジンンググ技技術術

高強度レーザーによって生成されるプラズマからは、
非常に明るいX線が放射されます。その明るさは星の
明るさに匹敵するほどです。更に、X線の発光時間は、
レーザーパルス幅とほぼ等しいため、極めて短時間だ
け発光する「フラッシュX線」としても機能します。明るい
X線を使って、レントゲン写真のように物体の瞬間を透
視することや、物質を加工すること、更には星の研究を
することが可能になっています。

プラズマから放射される光は、プラズマの組成、温度、
密度、速度など、様々な情報を運んでいます。プラズ
マから放出される光のスペクトルを観測すること、及び、
プラズマ発光を撮像することは、プラズマを用いた応用
研究において不可欠です。我々が有する、高速分光・
高速イメージング技術は、様々な応用を支えるプラズ
マ診断技術として貢献できます。

次次世世代代半半導導体体デデババイイスス製製造造用用

極極端端紫紫外外光光源源

レレーーザザーー誘誘起起蛍蛍光光法法にによよるる、、

ププララズズママ中中のの中中性性粒粒子子分分布布診診断断

高出力レーザー照射によって、物体がプラズマ化
する過程、そのプラズマが光を放出する過程を詳
細に調べた結果、非常に効率的な極端紫外光源
を作ることに成功しました。この技術は、次世代の
半導体デバイスを製造するための新しい光源とし
て利用されています。

プラズマの中には、少なからず、電離してない中性
粒子が混じっています。プラズマを応用する観点で
は、中性粒子は、プラズマの温度が下げる効果に
加えて、装置を汚すゴミにもなります。我々は、レー
ザー誘起蛍光法を用いることで、光を発しない中
性粒子を可視化することに成功し、プラズマ光源の
最適化に貢献しました。
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